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573 K と 773 K の液体 Sn 中に 316L 製 C リング試験片を 0 MPa (応力負荷無し), 100 MPa と 200 MPa の引張応
力を負荷しながら浸漬した.応力が負荷された箇所において Cr を多く含む合金層の形成が確認されており, 

応力が負荷されていない箇所に比べて合金層の成長が抑制されていることがわかった.  
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1. 緒言 核融合炉の液体金属ダイバータの冷却材として，液体金属錫(Sn)が注目されている．しかし，液体 Sn

と候補構造材料との化学的共存性が課題となっている．鋼材は高温の液体 Sn と反応して，Fe-Sn 金属間化合

物の形成しながら腐食を生じる[1]．また，核融合炉の構造体には超電導コイルからの磁場と誘導電流による

電磁力が作用し，応力が印加されることが想定される．既往研究[2]として，液体 LiPb 合金に 316L オーステ

ナイト鋼の C リング試験片を，引張応力を負荷しながら浸漬する試験を行った．接液界面には Cr-rich 層が形

成され，一定の耐食性を示すことが明らかになった．本研究の目的は，液体 Sn 中で 316L オーステナイト鋼

に応力を負荷した際の腐食挙動を明らかにすることである． 

2. 実験方法 316L オーステナイト鋼製 C リング試験片

にボルトとナットを取り付け，それを締め付けることに

よって 0 MPa,100 MPa,200 MPa の引張応力を負荷し液体

Sn に浸漬した．実験条件は温度を 573 K と 773 K，浸漬

時間を 573 K では 25 時間と 1000 時間, 773K では 25 時

間と 250 時間に設定しそれぞれ浸漬試験を行った．試験

後に、 Sn を硝酸とエタノールの混合溶液を用いて洗浄

し，応力が最も強くかかる試験片の中央部分を図 1 のよ

うに切り出しその表面と断面を SEM/EDX で観察・元素

分析を行った．また，腐食組織に対して FE-SEM による

組織観察や，AES による元素分析，EBSD

による結晶方位解析による分析を行った． 

3. 結果 図 2に, 773 K, 250 時間, 200 MPa

の条件で試験された試験片の断面に対し

て行った FE-SEM/AES を用いた元素分析

の結果を示す．表面の腐食層において Sn

と Fe-Sn 合金の結晶とともに Cr-rich な析

出物が形成されていた．また，これと温度

と浸漬時間が同じで100MPaの引張応力が

負荷された試験片については，200MPa の

ものに比べ Cr を含む合金層が厚く，Cr 主

体の偏析物の分布も異なっていた．加え

て，負荷した応力が大きくなるにつれて試

験片の質量変化は小さくなった． 

4. 結論 応力負荷によって，高温時の液体

Snによる 316Lの界面からの腐食はある程

度抑制された． 
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図 1. C リング試験片切断の模式図 
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図 2. 773K,250 時間,200MPa の試験片の腐食層の断

面 COMPO 像と AES による主要元素のマッピング 
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